
 

 

 

 

 

                              平成２２年６月２１日 

「ひらかた☆かたの 七夕伝説」をテーマに 

各種イベントを実施します 

～「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」と「ひらかたパーク」には「おけいはん」が登場～ 

 京阪電気鉄道株式会社（本社：大阪市中央区、社長：上田成之助）では、七夕伝説発祥の地

として知られている枚方市内や交野市内を中心に、「ひらかた☆かたの 七夕伝説」と銘打っ

た七夕にちなんだイベントを実施します。 

 ７月１日（木）からは、お客さまご自身で各駅に設置した笹に短冊を飾り付けていただく 

参加型イベント「七夕Ｓｔａｔｉｏｎ２０１０」を開催するほか、７月７日（水）には、毎年

多くの鉄道ファンが訪れる、「おりひめ」「ひこぼし」のイベント用ヘッドマークを掲出した

列車による一夜限りの「出逢い」イベントを実施します。 

 また、７月２日（金）は「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」（樟葉駅）、７月３日（土）は「ひら

かたパーク」（枚方公園駅）に“おけいはん”こと日向千歩さんが登場し、七夕にまつわる 

トークショーを開催します。 

 平成１６年から実施しているこれらのイベントも今年で７回目を迎え、京阪沿線の夏の風物

詩として、毎年多くのお客さまにご参加いただいています。このイベントを通じて、七夕ゆか

りの地である京阪沿線の魅力をＰＲしていきます。 

 「ひらかた☆かたの 七夕伝説」イベントの概要は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲昨年の「おりひめ」と「ひこぼし」の出逢いイベント 



（別 紙） 

 

１．七夕 Ｓｔａｔｉｏｎ２０１０ 

①期 間 ７月１日（木）～７日（水） 

②場 所 京阪線全駅（ケーブル八幡市駅含む） 

③内 容 上記各駅で短冊に願い事を記入いただき、各駅に展示している笹にお客さまご自

身で結んでいただくことができます。展示後、織姫をまつる「機物（はたもの）

神社」に奉納します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「おりひめ」と「ひこぼし」の出逢い 

①日 時 ７月７日（水） １７：４０、１８：２０、１９：００の３回（各約５分間） 

②場 所 京阪電車 私市駅 

③内 容 交野線を走る臨時列車１編成に「おりひめ」、定期列車１編成に「ひこぼし」の

イベント用ヘッドマークを掲出。「おりひめ」が私市駅に約２時間停車している

間に「ひこぼし」が３回停車し、両列車が出逢ったように並びます。 

※車両の状態やダイヤの状況により、時間の変更または中止する場合があります。 

※「通勤快急おりひめ」「快速急行ひこぼし」の臨時運転はいたしません。 

※私市駅の混雑状況によっては入場を制限させていただく場合があります。 

※私市駅では危険防止のため、三脚や脚立を使用しての撮影は禁止させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲昨年の笹飾りのようす（枚方市駅） 



 

３．「七夕伝説」ヘッドマーク掲出 

①期 間 ７月１日（木）～７日（水） 

②内 容 交野線を期間中走行する全列車に「ひらかた☆かたの 七夕伝説」のロゴをあし

らったヘッドマークを掲出して運転します。 

 

 

４．おけいはん七夕トークショー 

「京阪のる人、おけいはん。」キャンペーンのイメージキャラクター「おけいはん」こと女優の

日向千歩さんが、京阪グループ施設の七夕イベントに登場。七夕にまつわるエピソード紹介など、

楽しいトークショーを開催します。 

≪ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ≫ 

①日 時 ７月２日（金） １８：００～１８：２０（予定） 

②場 所 ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ 本館１階グランドアトリウム 

 

≪ひらかたパーク≫ 

①日 時 ７月３日（土） １３：０５～１３：２０（予定） 

②場 所 ひらかたパーク パームプラザ 

※都合により、出演時間の変更または中止する場合があります 

 

 

（ご参考） 

枚方・交野市域の七夕伝説について 

枚方市・交野市域は、古くは交野が原と呼ばれ、同地には古来、百済寺を造営した百済王の一族をはじめとする

渡来人によりもたらされた大陸の文化・風習の数々が伝承されてきました。そのひとつが織女（織姫）と牽牛

（彦星）の七夕伝説で、エリア内には前者をまつる「機物神社（はたものじんじゃ）」や「牽牛石（けんぎゅう

せき）」といった七夕伝説ゆかりの地にふさわしい名称を持つスポットがまさに星屑のように散らばっています。

また、エリアを貫く「天の川（あまのがわ）」に架かる「逢合橋（あいあいばし）」には、１年に１度、七夕の

夜、その橋上で織女と牽牛が出逢い、愛し合うという実にロマンチックなエピソードが語り継がれています。 

 

以  上 

 

 


